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みずほ伝言板

町
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地
域
生
活
支
援
事
業
と
し
て
、
特

別
支
援
学
校
等
に
通
う
障
が
い
児
が
、
放
課
後
や
学
校
休
業
日
（
土
・
日
曜
日
、
夏
休
み
等
）

に
お
け
る
日
中
活
動
の
場
を
提
供
す
る
「
障
害
児
等
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

利
用
開
始
日
　
４
月
１
日
以
降

申
請
方
法
　
２
月
１
日
か
ら
次
の
持
ち
物
を
お
持
ち
の
上
、
役
場
福
祉
課
へ

持
ち
物
　
障
害
者
手
帳
、
認
印

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障がい者通所施設の利用者を募集します

利用開始日　４月１日以降
申請方法　２月１日から次の持ち物をお持ちの上、役場福祉課へ
持ち物　障害者手帳、認印、利用される方の収入が分かる書類（障害年金証書の写し、工賃証明等）
利用者負担　○障害者自立支援法に基づく利用者負担額
　　　　　　○その他、利用契約時に定められた額
　詳しくは、お問い合わせください。 問合せ　福祉課　始５５７―０５７４

住　所　瑞穂町大字箱根ケ崎831番地２
指定管理者　社会福祉法人　あかつきコロニー
実施事業名　就労継続支援Ｂ型（障害者自立支援法

　に基づく訓練等給付）
対　象　次の要件にすべて当てはまる方
　　　　○町内在住で１５歳以上の方
　　　　○身体障害者手帳または愛の手帳の交付を

受けている方
利用日時　月～金曜日（祝日、年末年始は除きます）
　　　　　午前９時～午後４時
利用日数　原則１カ月の内２２日以内

住　所　瑞穂町大字石畑２１９３番地
指定管理者　社会福祉法人　瑞穂町社会福祉協議会
実施事業名　地域活動支援センターⅡ型（障害者自立

　支援法に基づく地域生活支援事業）
対　象　次の要件にすべて当てはまる方
　　　　○町内在住で１８歳以上の方
　　　　○身体障害者手帳または愛の手帳の交付を

受けている方
利用日時　月～土曜日（祝日、年末年始は除きます）
　　　　　午前９時～午後４時
利用日数　原則１カ月の内２５日以内

問
合
せ
　
福
祉
課
　
始
５
５
７
―
０
５
７
４

実
施
場
所
　
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

住
　
所
　
瑞
穂
町
大
字
石
畑
２
１
９
３
番
地
 

指
定
管
理
者
　
社
会
福
祉
法
人
　
瑞
穂
町
社
会
福
祉
協
議
会

対
　
象
　
次
の
要
件
に
す
べ
て
当
て
は
ま
る
方

　
　
　
　
○
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生

　
　
　
　
○
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

利
用
日
時
　
▼
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１１

　
　
　
　
　
▼
土
曜
日
お
よ
び
学
校
教
育
法
に
定
め
る
特
別
支
援
学
校
休
業
日
（
祝
日
、
年

　
　
　
　
末
年
始
は
除
き
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

利
用
日
数
　
1
カ
月
の
内
　
日
以
内

２５

※
利
用
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
し
た
日
に
つ
い
て
は
1
日
と
な
り
ま
す
。

利
用
料
　
次
の
金
額
の
　
％
１０

　
▼
４
時
間
未
満
…
２
０
０
０
円

　
▼
４
時
間
以
上
８
時
間
未
満
…
４
０
０
０
円

　
▼
８
時
間
以
上
…
８
０
０
０
円

※
要
綱
に
定
め
る
月
額
負
担
上
限
額
を
超
え
た
金
額
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生

活
保
護
世
帯
の
利
用
料
は
無
料
で
す
。

※
行
事
へ
の
参
加
等
、
実
費
負
担
が
別
途
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

瑞
穂
町
障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
ま
す

純資産変動計算書・資金収支計算書純資産変動計算書・資金収支計算書
瑞穂町心身障害者（児）福祉センターあゆみ瑞穂町福祉作業所
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純資産変動計算書・資金収支計算書純資産変動計算書・資金収支計算書

問合せ　企画財政課　　557―7483

　純資産変動計算書は、平成２０年度決算から
新たに追加された財務諸表で、バランスシートの
純資産の部に計上されている数値の内容を表し
たものです。行政コスト計算書の純経常行政コス
トが経常的な財源によりどの程度賄われている
かを表しています。

●純資産の合計で、期末純資産残高（平成２０年
　度末残高）が期首純資産残高（平成１９年度末
　残高）より２．５％の増加となりました。

●経常的収支の部は、収支差額が約２３億５千万円の黒字となりました。これは、経常的収支の部で生じた黒字を公
共資産整備収支の部および投資・財務的収支の部で生じた赤字に充当するという関係になります。
●公共資産整備収支の部は、収支差額が約１１億３千万円の赤字となりましたが、経常的収支の部で黒字となった財
源が充当されています。
●投資・財務的収支の部は、収支差額が約６億８千万円の赤字となりましたが、経常的収支の部で黒字となった財源
が充当されています。

平成２０年度純資産変動計算書

区　分 金　額
（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

期首純資産残高（平成19年度末残高）
 純経常行政コスト 
 一般財源 
  地方税
  地方交付税
  その他行政コスト充当財源
 補助金等受入 
 臨時損益 
 資産評価替えによる変動額 
 無償受贈資産受入 
 その他 
期末純資産残高（平成20年度末残高）

547億7,773万円
△110億9,671万円
93億6,757万円
70億4,001万円

8,138万円
22億4,618万円
31億1,957万円

0円
0円
0円
0円

561億6,816万円

平成２０年度資金収支計算書

区　分 金　額
（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

１経常的収支の部
　収入合計（地方税・国都補助金など）
　支出合計（人件費・社会保障給付など）
経常的収支額
２公共資産整備収支の部
　収入合計（国都補助金・地方債など）
　支出合計（公共資産整備支出など）
公共資産整備収支額
３投資・財産的収支の部
　収入合計（公共資産等売却など）
　支出合計（地方債・基金積立など）
投資・財産的収支額
当年度歳計現金増減額
期首歳計現金残高
期末歳計現金残高

114億8,581万円
91億3,918万円
23億4,663万円

8億5,652万円
19億8,795万円

△11億3,143万円

2億9,122万円
9億7,435万円

△6億8,313万円
5億3,207万円
4億1,491万円
9億4,698万円

　資金収支計算書は、平成２０年度決算から新たに追加された財務諸表で、資金の出入りを三つの区分（経常的収支
の部、公共資産整備収支の部、投資・財務的収支の部）に分けて表したものです。行政活動における資金の使い道とそ
の財源の状況が表示されます。

みずほ伝言板

※詳しくは、役場１階情報公開コーナーまたは町ホームページの瑞穂町の財務諸表をご覧ください。
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みずほ伝言板

自然環境が魅力！

◆
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
い
理
由
は

　
「
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
い
」と
答
え
た
人
の
理
由
と
し
て
は
、前
回
調
査

同
様「
自
然
環
境
が
よ
い
」「
住
宅
の
都
合
」「
友
人
・
知
人
な
ど
が
い
る
」

「
近
隣
と
の
人
間
関
係
が
よ
い
」を
挙
げ
る
人
が
多
く
、特
に
自
然
環
境
に

つ
い
て
は
、前
回
調
査
と
比
べ
る
と
２.６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、町
の
大
き
な
魅

力
の
一つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
で
き
れ
ば
引
っ
越
し
た
い
理
由
は

できれば引っ越したい理由 　
「
で
き
れ
ば
引
っ
越
し
た
い
」と
答
え
た
人
の
理
由
と
し
て
は
、「
交
通
が

不
便
」が
前
回
調
査
に
続
き
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
騒
音
、悪
臭
な
ど

が
あ
り
生
活
環
境
が
悪
い
」に
つ
い
て
は
、前
回
調
査
に
比
べ
１７
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
て
い
ま
す
。

自然環境が魅力！
瑞穂町に「ずっと住んでいたい理由」の53.5%

53.5％
 39.0％
 37.6％
31.1％

21.0％
19.1％
17.6％
16.0％
11.0％

 7.4％
6.6％
5.8％
3.4％
0.9％
5.8％
1.1％

自 然 環 境 が よ い
住 宅 の 都 合
友 人・知 人 な ど が い る
近 隣 と の 人 間 関 係 が よ い 
下水道や道路など、都市施設が整っている 
買 物 が 便 利
家 族 の 都 合
仕 事 の 都 合
交 通 が 便 利
騒 音、悪 臭 な ど が な く 生 活 環 境 が よ い   
子 ど も の 教 育 環 境 が よ い
公 共 施 設 が 十 分 で あ る 
学 校 の 都 合
商 業 や そ の 他 事 業 に 有 利
そ の 他
無 回 答

0 20 40 60 80 100
(%）

80.3%
45.4%
40.8%

34.5%
17.8%
17.4%
12.5%

9.2%
10.2%

8.6%
8.2%
5.6%
4.9%
3.9%
9.9%

1.0%

交 通 が 不 便
買 物 が 不 便
騒 音、悪 臭 な ど が あ り 生 活 環 境 が 悪 い
公 共 施 設 が 不 十 分 で あ る
下水道や道路など、都市施設が整っていない
近 隣 と の 人 間 関 係 が 悪 い
子 ど も の 教 育 環 境 が 悪 い
仕 事 の 都 合
友 人・知 人 な ど が い な い
自 然 環 境 が 悪 い
住 宅 の 都 合
商 業 や そ の 他 事 業 に 不 向 き
学 校 の 都 合
家 族 の 都 合
そ の 他
無 回 答

ずっと住んでいたい理由

北狭山谷北狭山谷北狭山谷

0 20 40 60 80 100
(%）

 8広報みずほ　平成22年2月号

みずほ伝言板

住みやすさ 町
民
意
識
調
査

結
果
を
報
告
し
ま
す

瑞
穂
町
に
つ
い
て

瑞
穂
町
に
つ
い
て

　
　

お
尋
ね
し
ま

　
　

お
尋
ね
し
ま
し
た
し
た

瑞
穂
町
に
つ
い
て

瑞
穂
町
に
つ
い
て

　
　

お
尋
ね
し
ま

　
　

お
尋
ね
し
ま
し
た
し
た

瑞
穂
町
に
つ
い
て

　
　

お
尋
ね
し
ま
し
た

　

町
で
は
第
４
次
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、町
民
の
皆
様
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、町
民
意
識
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。こ
の
た
び
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、今
月
号

か
ら
数
回
に
わ
た
り
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
財
政
課　
　

5
5
7
―
7
4
6
8

◆
瑞
穂
町
を
住
み
よ
い
と
こ
ろ
と
感
じ
て
い
ま
す
か

定住意向

　

住
み
や
す
さ
に
つ
い

て
は
、「
非
常
に
住
み
よ

い
」「
ま
あ
住
み
よ
い
」と

考
え
る
人
の
方
が
、「
非

常
に
住
み
に
く
い
」「
や

や
住
み
に
く
い
」と
考

え
る
人
よ
り
も
上
回
っ

て
い
ま
す
。前
回
調
査

（
平
成
１６
年
）と
比
べ
る

と「
非
常
に
住
み
よ
い
」

が
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で
、

「
ま
あ
住
み
よ
い
」が
８

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い

ま
す
。ま
た
、「
非
常
に

住
み
に
く
い
」が
０．９
ポ
イ

ン
ト
、「
や
や
住
み
に
く

い
」 

が
２
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
ま
す
。

普通
38.3％

まあ住みよい
31.7％

やや
住みにくい
19.8％

非常に住みよい 5.2％

非常に住みにくい 4.4％
無回答 0.7％

◆
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
瑞
穂
町
に
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か

ずっと住んでいたい
49.2％

できれば引っ越したい 18.9％

どちらともいえない
30.6％

その他 0.9％無回答 0.4％

できれば引っ越したい 21.1％

その他 0.6％
無回答 0.6％

　

定
住
意
向
に
つ
い
て
は
、

「
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
い
」が

全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
、

最
も
多
く
、前
回
調
査
と

比
べ
る
と
２．６
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
て
い
ま
す
。「
で
き
れ

ば
引
っ
越
し
た
い
」は
２．２
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
別
に
見
る
と
、年
齢

が
高
い
ほ
ど「
ず
っ
と
住
ん

で
い
た
い
」と
考
え
る
人
の

割
合
が
高
い
傾
向
で
す
が
、

２０
歳
代
以
下
で
は
、「
で
き

れ
ば
引
っ
越
し
た
い
」が

「
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
い
」を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

調査にご協力いただきありがとうございました。

無回答 4.9％

男性男性
45.4％45.4％
男性
45.4％

女性女性
49.7％49.7％
女性
49.7％

18 ～ 19歳
1.9％

20 ～ 29歳20～ 29歳
10.7％10.7％
20 ～ 29歳
10.7％

30 ～ 39歳30～ 39歳
14.3％14.3％
30 ～ 39歳
14.3％

40 ～ 49歳40～ 49歳
11.0％11.0％
40 ～ 49歳
11.0％

50 ～ 59歳50～ 59歳
19.1％19.1％
50 ～ 59歳
19.1％

60 ～ 64歳60～ 64歳
12.0％12.0％

60 ～ 64歳
12.0％

65 ～ 69歳65～ 69歳
11.2％11.2％

65 ～ 69歳
11.2％

70 ～ 79歳70～ 79歳
14.1％14.1％

70 ～ 79歳
14.1％

80 歳以上80歳以上
4.5％4.5％

80 歳以上
4.5％

無回答
1.1％ ■調査の概要■

　調査時期 平成21年7～8月
　調査対象 町内在住で18歳以上の男女
　対象者数 3,000人
　抽出方法 無作為抽出
　調査方法 郵送配布・郵送回収
　回収数(率) 1,605票（53.5％）

回答者の
性別回答者の

年齢

※
前
回
調
査
に
つ
い
て

　

現
行
計
画（
第
3
次
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
）策
定
の
基
礎
資
料

と
し
て
、平
成
16
年
9
月
に
実
施
し
ま
し
た
。概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

調
査
対
象　

町
内
在
住
で
２０
歳
以
上
の
男
女
3
0
0
0
人

回
収
数（
率
）　

1
4
0
3
票（
４６
・
8
%
）

今
回

今
回

普通
43.1％

まあ住みよい
23.7％

やや
住みにくい
21.8％

非常に住みよい 5.2％

非常に住みにくい 5.3％
無回答 0.9％

前
回

前
回

ずっと住んでいたい
46.6％

どちらともいえない
31.1％

※すべての集計は小数点以下第2位を四捨五入していますので、合計が100%にならない場合
　があります。また、複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常100%を超えます。

その 1
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国
民
健
康
保
険
税
の
　

普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い

方
法
に
つ
い
て
、
現
在
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
と
な
っ
て

い
る
方
で
も
、
口
座
振
替
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

国
民
健
康
保
険
税
は
支
払
っ
た
方

に
社
会
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
口
座
振
替
に
切
り
替

え
を
し
て
も
未
納
が
発
生
し
た

場
合
、
再
び
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
税
務
課
　

　
　
　
　
始
５
５
７
―
７
５
１
９

国
民
年
金
保
険
料
は
　

退
職
（
失
業
）
に
よ
る

特
例
免
除
が
あ
り
ま
す

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
特
例
免
除
と
は
、
通
常
で
あ
れ
ば

審
査
の
対
象
と
な
る
本
人
所
得
を

除
外
し
て
審
査
を
行
い
、
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
対
象
は
、
申
請
す
る
年
度
ま
た

は
前
年
度
に
退
職
（
失
業
）
の
事

実
が
あ
る
場
合
で
す
。

※
配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
は
保
険
料

免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

手
続
方
法
　

　
住
民
課
国
保
年
金
係
に
、「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」

が
あ
り
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

持
ち
物

○
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の

○
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合

は
不
要
）

○
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

離
職
票
な
ど
）

【
追
納
の
お
勧
め
】

　
特
例
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
特
例
免
除
が
承
認
さ
れ

た
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、
保

険
料
が
納
付
さ
れ
た
場
合
と
比
較

し
て
二
分
の
一
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
　１０

年
間
の
う
ち
に
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
追
納
）。

　
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、

経
過
期
間
に
よ
り
一
定
の
額
が
保

険
料
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　
▼
青
梅
年
金
事
務
所

　
始
０
４
２
８
（
　
）
３
４
１
０

３０

　
▼
住
民
課

　
　
　
　
始
５
５
７
―
７
５
７
８

猫
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

お
願
い

　
　
猫
を
飼
う
と
き
は
、「
屋
内

飼
育
」「
不
妊
・
去
勢
手
術
の
実
施
」

「
身
元
の
表
示
」の
三
つ
の
マ
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。

　
猫
を
屋
外
で
飼
う
こ
と
は
、
交

通
事
故
、
感
染
症
、
猫
同
士
の
け

ん
か
な
ど
、
猫
自
身
へ
の
危
険
だ

け
で
な
く
、
ふ
ん
尿
の
不
始
末
や

車
へ
の
傷
付
け
な
ど
で
近
隣
へ
の

迷
惑
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
猫
が
交
通
事
故
に
遭
う

ケ
ー
ス
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
飼
え
な
く
な
っ
た
猫
を
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
生
活
環
境
課
　

　
　
　
　
始
５
５
７
―
０
５
４
４

水
洗
化
に
ご
協
力
 　
   

く
だ
さ
い

　
下
水
道
法
で
、
下
水
道
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
で

は
、
3
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に

改
造
し
、
す
べ
て
の
汚
水
を
下
水

道
に
流
す
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
衛
生
的
な
生
活
環
境
や
河
川
の

水
質
保
全
の
た
め
に
も
、
ま
だ
水

洗
化
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
下
水
道
課
　

　
　
　
　
始
５
５
７
―
７
６
８
３

府
中
都
税
支
所
の
　
　

仮
移
転
に
つ
い
て

　
3
月
か
ら
府
中
都
税
支
所
の
所

在
地
が
、
府
中
市
寿
町
３
―
４
―

６
へ
仮
移
転
し
ま
す
。

　
現
庁
舎
で
の
業
務
は
、
2
月
　26

日
金
で
終
了
し
、
3
月
1
日
月
か

ら
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

問合せ　税務課　始５５７―７５２９

今月の納期

脅国民健康保険税・介護保険料…第８期
脅後期高齢者医療保険料…第８期
　納期は３月１日月です。年

金
年 

金

税

問合せ　産業振興課  始５５７―７６３３

不用品交換 交渉は当事者間で

※費用が掛かることがあります

ゆずります

ゆずってください

葛子供用自転車（１８～２２インチ女
子用）　葛自転車　葛二中制服・体
操着・水着（女子用）　葛スキーウェ
ア（１４０～１５０㎝女子用）　葛入学式
用スーツ（１３０㎝男子用）

▶子供用自転車　葛ランドセル　
葛物置　▶学習机（男子用・女子用）

お
知
ら
せ

春の火災予防運動「住警器(じゅうけいき)　頼れる我が家の　見張り番」　期　間　３月１日月～７日日
　空気が乾燥し、風が強く火災が発生しやすい時期を迎え、町民一人ひとりの火災予防意識を高めるために実施します。
※住警器＝住宅用火災警報器　問合せ　地域振興課　始５５７―７６１０
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ＰＡＲＴＮＥＲ パートナー―瑞穂町は、男女共同参画社会を推進します―

瑞
穂
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
事
業
講
演
会

老
若
男
女
一
人
ひ
と
り
の
　
　

人
生
が
輝
く
き
っ
か
け
づ
く
り

瑞
穂
町
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
と
も

に
、
男
女
問
わ
ず
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
町

と
一
緒
に
元
気
に
な
る
き
っ
か
け
作
り
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
２
月
　
日
土
 午
前
　
時
か
ら

２０

１０

　
　
　
　（
午
前
９
時
　
分
開
場
）

３０

場
　
所
　
町
民
会
館
１
階
会
議
室

内
　
容
　「
自
分
発
信
か
ら
地
域
循
環
へ
」

対
　
象
　
小
学
生
以
上
の
方

定
　
員
　
　
名
５０

講
　
師
　
江
藤
 梢
さ
ん
（
フ
リ
ー
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
。
地
元
の
人
や
風
土
に
興
味
を

持
ち
、
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
東
京
み
ず
ほ
学
校
」
を
立
ち
上
げ
、

町
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
心
な

ど
で
も
瑞
穂
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
）

申
込
み
　
不
要
で
す
。
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
託
児
室
を
用
意
し
ま
す
（
１
歳
６
カ
月
児
か

ら
就
学
前
の
お
子
様
ま
で
の
先
着
　
名
）
の

１０

で
、
小
さ
い
お
子
様
が
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
（
ご
利
用
に
は
事
前
に
お
申

し
込
み
が
必
要
で
す
）。

　
　
  問
合
せ
　
企
画
財
政
課

　
　
　
　
　
　
  始
５
５
７
―
７
４
６
９

子ども家庭支援センター
嘱託員募集

雇用期間　４月１日～平成２３年３月３１日
募集人数　１名
仕事内容　専門相談など
勤務日等　火～土曜日のうち週４日以内
　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
資格等　社会福祉士、保健師、看護師、保育士、

教員、臨床心理士、臨床発達心理士、
大学や大学院において心理学を専攻し
卒業した方、子どもの相談援助活動の
実務経験がある方など

応募方法　２月２６日金までに自筆の履歴書（写
真貼付）１通を役場総務課へ提出し
てください。

※報酬額は瑞穂町非常勤特別職の職員の報酬お
よび費用弁償に関する条例によります。

「みずほ超とくとく商品券」の使用期限
とお楽しみ抽選の景品の引き換えに　
ついて
みずほ超とくとく商品券の使用期限は、２月２８日日までで
す。使い忘れのないようお早めにご使用ください。
お楽しみ抽選で２等の景品が当たった方は、２月２６日金ま

でに引き換えてください。抽選番号は、商品券の表紙に記載
されています。

景品引換場所・時間　商工会　午前９時～午後５時
　　　　　　　　　　（土・日曜日、祝日は除きます）
※景品の引き換えには、商品券の表紙が必要です。

みずほ伝言板

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
と
は

「
す
べ
て
の
人
が
人
生
の
あ
る

時
点
で
何
ら
か
の
障
害
を
持
つ
」

と
い
う
こ
と
を
発
想
の
起
点
と

し
て
い
る
点
で
、
そ
れ
ま
で
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
と
は

大
き
く
異
な
り
ま
す
。

障
害
の
部
位
や
程
度
に
よ
り

も
た
ら
さ
れ
る
バ
リ
ア
（
障
壁
）

に
対
処
す
る
の
が
バ
リ
ア
フ

リ
ー
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
そ
れ
に

対
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
は
、
障
害
の
有
無
、
年
齢
、
性

別
、
国
籍
等
に
か
か
わ
ら
ず
多

様
な
人
々
が
気
持
ち
よ
く
使
え

る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
都
市

や
生
活
環
境
を
計
画
す
る
考
え

方
で
す
。

都
市
空
間
で
あ
れ
ば
、
誰
も

が
歩
き
や
す
い
よ
う
に
電
柱
を

地
下
に
埋
設
し
た
道
路
、
多
言

語
表
記
の
分
か
り
や
す
い
看
板

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
建
物

で
あ
れ
ば
自
動
ド
ア
や
多
目
的

ト
イ
レ
、
日
用
品
で
あ
れ
ば
、

シ
ャ
ン
プ
ー
容
器
の
ギ
ザ
ギ
ザ

等
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
代
表
例
で
す
。

問
合
せ
　
福
祉
課

　
　
　
　
始
５
５
７
―
７
６
２
０

　問合せ　子ども家庭支援センターひばり
　　　　　始５６８―００５１

○２等　お米券５枚（５㌔分）　または米５㌔
　４００本
　下２ケタ　２３、６９、８７、９７

　　問合せ　▶産業振興課　始５５７―７６３３
　　　　　　▶商工会　始５５７―３３８９

サァー行くよ　今日もおさそい　畑仕事～男女共同参画川柳
今月の一句～

殿ケ谷地区在住
63歳　女性より
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